
鹿児島県奄美大島忙おける小形大平肺吸虫の

分布とその実験感染成績について

南西諸島の肺咲虫に闇しては,沖梱本島の宣對座村に

おVてモクズガニにおけるウエステルマン肺吸虫の寄生

と,伺地における人体感染例が報告されてし、る(佐々

み,1959;国吉ら,196の.洩!に伺島の糸満で屠殺され

た1頭のブタから国吉・火帥(1956)は火平肺吸虫成虫

を得てし、る.南西詣島において従来の知見はこの2地域

のものだけであつた.一方,ブL"1に近接する祉子島と崖

久島におし、ては力二にウエステルマン削辿乏虫が箒生して

V、ることと同肺吸虫による人体感染例が報告されてし、る

(国莱,1964 ;細Π1ら,19蜘;佐腰ら,1966).また最

近,1"ada & Nag如0 (1968)は種子島に火平川辿ι虫が

分布していることを初めて明らかにした

19砧年10jl, i小繩と郁子島・馬.1久島の小朋に位置する

奄美火島におし、て,茗者らは小形火司句市吸虫の分布を報

告した(&1to c/"i,,1969).これは硝西諾島において

見出された第3排目の肺吸虫であり,従0て南西諾島の

嵜生虫棚の複雑さを示す'貞で恥味深V、.吏に宮崎Q968)

はかつて大阪府下の御島村'で見られた人体感染例は小形

大平肺吸虫によると推定してVる.従つて,奄美大島の

場合も,地城の公衆衛生的見地からも注意すべき問題で

め0

荊報におし、て,薯者らぱ症美火島住用村'のクロベンケ

イだけを朋査しその成栽を述べた.その後1968年12月と

1969年1月,島内の広汎な河川の力二と一部河川付近の

ネズミを対象に肺吸虫の分布を糾査した.今國の報告で

緒言
は,これらの成献{と1968年10月に採取した住用村のクロ

ベンケイから得たメタセルカリアをダイコクネズミに投

上jして得た成虫並に虫卵についての知見を述べる,

調査対象と方法

班美火島は奄美群島'・1,最大の島圏で周囲は 405.6km

で面裁が 710.okm?である.地理的には右瀬市力叫胖条

129座29分,北緯記度29分に位逃tる.標商 40om

以上のⅢ岳が6個存在し,全島の約8剖は森松と原野に

おおわれて'Vる.河川としては住用川(16km)及び役

勝川(12km)が火きく,それぞれ東海j二の住用湾に注

いでVる他は短小の河川が多い(火島支庁,1965).

調型「は1968年10月,12打及び1969」に 1月の 3座にわた

り全島17河川の力二につVて'実施した(Toble D.これ

らの力二は主として河口付近のもので殊にクロベソケイ

とモクズガニを主体とし姉獲した,但.L,冬捌であ0た

ので多数を採集することは園姪であつた'一方,浦上川,

河内川,見里,川内川及び私瀬市内の5個所では捕凱用

トラップでネズミを捕獲し,肺吸虫成虫の寄生状況を検

酔;しナニ,

モクズガ=におVてはエラを観繁し,他の力二におい

ては肝を分離し,これを集め前靴に述べたように沈澱コ

ツプ法でメタセルカリアを挨柔した(sa{O N Uι.,1968)'

徐に,1968年10村に川内川の力二から得た被褒メタ七

ルカリア20個十つを 8頭のダイコクネズミ習腔内に投町.

して将た成虫と虫爽内虫卵につして,そ丸ぞれ計測及び

形態的特徴を観察した.
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C凱bs c0Ⅱected fToln Amami.05Mma ls., Ka套Oshlma from october to Decembeτ 1968Table l

UTakaini・宮a、、'a Ri、'er (Naze
0・kR訊'n R. xaze)

K帖huku (Na2e)

Chinase (NMe)

Ka、、・auC11i・ga、、,a R.(sumiyo)
Yakl【otsu.gawa R.(sumiyo)
1くa肌・auchi、ga、、'a R.(uken)

Ora・gawa R、(uken)
Shino.kawa R.(setouchi)

Atetsu (setouc】1i)

Konase (setouchi)

Naon・ga、un R.(Yamato)
Shidokan o'amato)

Yamato・ga、ua R.(Yamato)
Ura.Ra、va R.(TalsU三0)

Akina.gawa R,(Talsugo)
Kado・gewa (Ta15Ugo)

Total

SeSιιJ',hιι
de/1a",1i

54*

1-**

20

89

67**史

S ゛/11ι1',

J11eιlia

Number of crabs c0Ⅱected

Ch"SJ"arE,,ior11elJ'
,1αihNI

jdpoJルα6 '10111,ι、虻lis

41

L6

成績

奄美大島の笠利町を除くほぽ全周にある河川のうち17

個所からクロベンケイ&N'U'リm deh"ιmi353個体,ベ

ンケイ S. huC1リリιYh'" 411固イ本,モクス゜ガニ五J'i0ιheh'

ja,0,h'ι"S 58個体,ノ、゛7か二 ChaSリ1αgπαlhtlS ι0πτ'ι上hs

9個(本,フ'カツメガニ S.(,arι心ι'41'nla) el),thro・

dad〕,hUル 16個体,フタノξカクガニ S (chiro"1α,り")

bid0艀四個体を採取した.

このうち浦上川,大川,川内川の3河川のクロベンケ

イにのみ則i吸虫メタ七ルカリプカニ1忍められた.他の地城

及び他種の力二には肺吸虫を見出せなかつた.先に報告

した住用村川内川の力二には今回もかなり多数のメタセ

ルカリアを検H1した.しかし浦上川では54個体のクロベ

ンケイの肝からはわずか1個体,また大川でも17個体の

カニからわずか2個体のメタセルカリアを検出したにす

ぎない.これらのメタセルカリアはその形態的特徴から

前回と同様小形火平肺吸虫と老えられた.またモクズガ

二には肺吸虫メタセルカリアば全く見られなかつた,し

かし,河内川と川内川以外で採取したモクズガニは小形

であったため,メタセルカリアの存在を完全に否定する

ことはできなV.

Am。『1g 小ese crnbs examined、*1,**3 11nd ***159 metacercariae, respectively, weTe obtaioed.

歌に Tabl.2に示したように浦上川,河内川,名瀬

市,住用村見里及び川内川でネズミを採取した.名瀬及
び見里で捕獲したものはV、十れも住家とその周辺の畑に

近接する地城のものが主である.他の3地城はVずれも

河川の堤防から河床にかけた部分と堤に接tるサトゥキ

ビ如1からのものである.これらのうち河内川及び見里で

捕獲したドプネズミ1頭とクマネズミ1頭にそれぞれ肺

吸虫2個体及び3個体十0の寄生が見られた.

河内川のドプネズミにおVては典型的な虫熊腫は見ら

れず左肺に肋膜潰獅と肺尖質の軟化・碓解が見られた.

虫体はい十れも胸腔内に見出された.ーカ,見里で得た

1頭のクマネズミにおいては胸腔内に2個体が存在し,

残りの1個体は肺に穿孔して肺尖質内に在り,周囲組織
を圧迫することにより排出されて来た.またこのネズミ

では左肺上背側に陳旧性虫礎があり,内容は変性して虫

体は認められなか0た.得た虫体はすべて70%エタノー

ル内で圧平固定し,後にカルミン染色を施した(Fi宮S.

1~ 3),それらの剥・測値は Tabl.3 に記した.河内川

のものでは体長 4.0~4.5mm,体幅 2.3~2.4mm であ

つた.腹吸盤径は夫々,506~553μX537~585μであり,

これらの値は口吸盤横径458μ~490μより明らかに大き
V. NO.1虫体では子・宮内に数個の虫卵が1忍められた

:四
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^rea

Uraka"1i・客a、、'n R
(Naze)

、、・it11Tnble ご Na【uralinfection of rat5

Ka、、'auC11i,弐a1凡'a R.
(uke口)

Naze city

入'1isato (S山ηU'0

1くa、、'ιIUCI】i・武a、Yn R、
(sumiド0

CapturedRat

R'"1"S

ー~辨***

J'ιliilis

11'」1'τ",gl"゛i.、

」十~冉

Jlnl、;、ビιι'1" ti.ゞ

J" 11ili.ゞ

NO. of r乳t

exa1Υlined

JιOJ';",'r1ι't'.ゞ

,'"1h'ゞ

i/0た1.q"り」'り」パ1S 】n Amaml・0511ima ls.1コ",'ιlgoNhJ11イメ

R, 1" 11 / i゛'、

ノて. J'"/i/f.、

'「11ble 3

4

NO. of rat

infectcd

Naturalk i11fecled

3

入1ど壮SurcnlU11ts of l'. iin',i'"',"',,1'ヅS recoYercd from nRtuTalk' inrccted

r;11S ;1nd ど工Perio)ent11】1y mfected nlbino rals

1)aト'S POSI・
】nfcCⅡon

1三工1)erimentaⅡト
hlfecled

0

0

、、'ornl

1、、T4).

3

/

のネズミにおヤて0~ 6仙H平均コ.5仙)の山泌が1姉に

形"艾されて、、た.吏にそれぞれから合;H・5,'1,0及び

玲個i本の1柿咲虫が同収された.西収率は,0.0~90.0%

(平均:;3.896)であうた.、rablC 3 に示したように, こ

れらの虫体につVて'の計i則仙は汰のとおりである.331.1

目の虫体の半均体長は 5、7mm し1.omm~フ'omm).平

影"4促,U土 2,6印m (2.omm~3、01η"0 で之)る
^^ー

= J-, ー'

個体のうらB7側体はすでにテ宮内に虫卵形成を認めた_

吏に U咲盤横径は,469.α(:玲2N~585川で11即吸鞭縦様

5:怖μし111'"~6'18川.村i径 545μしM2"~6'18μ)であ 0

た.亜に皮執は群生してVた.一般にf論日円の虫体ぱ栂

"月のものに比べ吏によく発育し,子宮内虫卵数も茗剛

に多かつたa弓gs.'1、5),鄭ら, jr均f心侵及び1水棚1士そ

九ぞれ 9、omm と'1.3mm で諸吸盤径も38作目虫1*の

"}合に比べ増大してした('rιlble ;り.吏に卵巣は Figs、

フ、 9に示したようなサンコ状分11碇を示してし、た,

3

* FT0111 NOS. 1 to B 11re fr01力 a ra【

** 1:ron) NOS.3 t0 5 are from a raT

*** on1ド 0】1C nuke is 、、'it110t北 Uterinc

1*

'「、じo lung eukes 、、'ere oblained
from 小oraclc Cι"'it丁

/

/

/

T肌'o aukes {rom 1110raclc caYity
and l、 from 】un雪 1)nre"chynla

/

Remark5

Body

1"C11gt11
(1nm)

4,0

4.5

;〕.'1

^1.゛j

6.6

33

にすぎなし、が NO.2では多数の子宮内虫卵が認められ

た,見聾で得たクヤネズミからの3虫体におVては体妾

'1.6~6.6mm、 1!ドN11 B.5~;1.omm、「! E11継諸i1釜'17'1~569

μでⅡ変1吸症翫条は 585、679'aX537、648πであつた'更に

V十れも子宮内に多数の虫卵がみとめられた. tべての

虫休表而の皮熱は弾生状で.Ⅱ.0それらの卵巣は複雑に分

枝し,サンゴ状であつた(Fig.6).以上の形態的特徴は

"崎 U961)の示した火平一小形火司ι型の川i嘘山の特徴

に一致した,

次に,突験的に被爽メタ士ルカリフを投』iしたグィ

コクネズミを投」j.後:帽"語と66"目に、1頭十つ〒円検L

た.38"識に音11検したダイコクネズミ、1頭の肺には0~6

仙(〒・均2、2個)の典型的な山溌が形成され,丈々のネ

ズミから合計3, 7 17及び1例伴のj姉咲虫が得られ

た、投」iメタセルカリフ'に対,、る1旦Ⅲ疋率は5'0~弱.0(平

均:怖,の 91,であつた.ーカ、投.り.66n後の1判検では'H気

.1

66
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FIH5・ 10-1:1 Eg1τS fr01】1 1he 、、'ornl・C)st5 found in exl)erimcn1ι111y infecled rnts,66 dl(・S )).t nf 、'

Table 4 ENperimental "1feclion of ι11bil)o rats wiⅡ1

tl〕e T11etncercaria* of /). i/0ιΥ,uiιリ1'リ1SiN frolTI

δe凡U',N'ιι1',/1d"/1i uf Kι1、、.ιIUC11i.宮n、Ya
R武'er in sumi丁O Yi11ιlge

^

10

島

.

、y,"

ように凱紡1剰形で無整端に肥厚が無く,ほほ'左お対称で

ある.足端に小さい給節が見られるものもある.また最

火幅は中央にあるものが多し、,

ENplanalions of Fi套Ure5(AⅡ Scales in mm)

Fig5.1 and 2 Vie鴫'5 0f lu"R eukes obtnined from a /t'1111i',101.τ・egi'、1's captured at Kn、、,nuC11i.,a、、,a
RiYer.、 uken vi11age

Fig.3 A vie、v of n lung nuke from a k,,"uh's cal)1Ured at 入lisato, SⅡm斗・O YiⅡ1蠣e.

Fi"・. A Yiew of 紅 Iung Huke from an experimentaⅡy infected rat,38 da),s postinfection,

Fig.5 A Yie、v of a lung auke from an experi!nent11】1y infected Ta[.66 days postinfection.

F1耳S.6 9 0va丁ies (0) of lhe 1Ⅱ"髭 Oukes obt11ined from a /t. N01・1"、り"・"s in Ka、、・auchi.gaw・a R.
(Fig.6); fro"1 an elperimentn11y infected tat,38 dι"'S P05tinfどCtion (Fig.フ); and from
experimenm11y in(ected 丁als (Figs.8 and 9).

17

R AUι01)sy NO. of "1'otι11NO.
ゞ day5P05rin・輩'or"1・cy5t of 丑Ukes

f亡Cιion 】】1t11e 1ιmg rcc'"'ered

11
崎

゛゛'

131?

考察

本邦における小形火平肺吸虫の分布にっいては宮'崎

(1911ι1、 b)が羽i淀川のクロベンケイからメタセルカリア

を検出したのが最初の知見である.その後,九州にお、、

ては宮崎 0山5)が鹿児島県の川内川に分布してVるこ

七を明みかにした.ーカ,台湾の台北,.那可里老村(A".

1"0)で Mb'能oki & ch山 Q9t辺)が本種の分布を薯μ占

した,つしで最近,勢者らが台湾と九州の剛に位置する

南西詣島小,娃焚火島にもその存在を隷誓した(sato

'り"/',1969).これ.'の成鎖から考えると地理的な位辺

から沖梱群島にも本郁が分布してし、る可能性がある.に

もかかbら十群島内各島での従来の調査では,ウェステ

ルマン肺吸山以外のどの極の肺吸虫〆タセルカリアも検

出されていなし、(沖繩群島,国吉ら,]960;川島,19f辺来

発リι;照屋ら.1965 ;多HI・長埼,1968米苑表;八重山

群島.J11島・多田, 1963 ;宮崎・橋「1,1968).殊に大

平肺吸虫メタセルカリアが来だにどの種類の柴二中剛宿

* Each rnt 肌'Rs moculnled 、、'it11 ヱ0 mc【acercarine
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次に尖験感染で得たし、くつかの史艇の内容液をピ弌ツ

トで吸いあげて混和,洸条したのち,その中から無並別

に史卵を那1出した.これらの虫垪玲5側にっし、ての引訊11値

は汰のとおりである.倒」ち,卵般の力1大縦径の工r.均1直

82.71,(フ-1_3,"~95.7μ), 1司じく叢火幅径は 51.1μ('16,2

μ、54.5川である.その形状は Figs.10~玲に示した
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主動物にも見出されて'VなVことは奇異である.第二中

間宿主と考えられるγずれかの力=が限定された狭い地

域に分布してVるのか,あるし、はサワガニのようにクロ

ベンケイなどとは生態的に異なつたものが宿主であるの

か,今後追求すべき問題である.

今回の報告で奄美大島におVては住用村と宇検村に小

形大平肺吸虫が濃厚に分布してVることが剛らかになつ

た.但し,今回,宇検村の河内川では力二を採取できな

かったが,ネズミに自然感染を見Ⅱ.1したことから浸淫を

推定した.住用村の主な河川はいずれも住別湾内に注

ぎ,しかも直接外海の影恕を受けにくV.このような地

形的な特徴がカニ・カイの生息、に適し,肺吸虫の生活環

にとって好都合な影料を"・えてVるのかもしれなV.第

1中閻宿キカイ類にっVての調査をしてV'ないので二の

点も今後追求したV.今同,ネズミにも脚吸虫成虫の良

然感染があることを初めて見出tことができた.奄美群
島のネズミにおける寄生蛾虫訓査にっし、ては帛瀬市のネ

ズミにっいて川島ら a965)が,また古仁崖と・リ論島の

ネズミにっいては朴谷ら(19r述)がそれぞれ報告してし'

る.しかし,V、十れの場合も肺吸虫の自然感染を見出せ

なかった.なお,今同の謡査におVてもネズミに広東住

血11泉!1ミ ANgio'h・0"gYhis "ιUル0Jκリisiゞ 0)闇〒丑三を見1+1,、こ

とができなかつナ'.

今回,自然感染と尖験感染で得た成虫にっV'ては,そ

の形態殊に卵巣と皮煉の榊迭から大平一小形大平型と拡
定した.宮齢K1947)はダイコウネズミに新淀川のクロベ

ンケイから採取した小形大平肺吸虫を投ιiして得た成虫

体の卵巣を検討し,火平肺吸虫のそれとは区ケ川できない

と述べた.ーカ,冨村(1959)は小形火平1柿吸虫の精巣
が卵巣に比べ著しく大きV、のが,火平肺吸山と具なると
述べてし、る.今回は虫数も少なし、のでこのような比奄討ネ

行な0てぃなし、.しかし,郁の鑑別には成虫によれぱ大

半又は小形大平肺咲虫のし、ずれかであり,メタ士ルカリ

アの形態からは小形火平1柿吸虫と誘えてよし'であろう'

新淀川のクロベンケイから得た小形大平川j咲虫にっし'

ては宮崎 a剖励,冨村ら U怖8)が白蹴などに対十る

感染尖験成績を報告して' V る.宮崎 r1945)は投、1i後
281"刈逢の虫体に子何内山卵をみとめ,加Π以降のネズ

ミ肺に山礎肺の形成をみとめた.史に冨村ら U958)は

脱兆幼虫2~35個をグィコクネズミに牡与・し,師1収率

8.3%,また寄生'゛女{*10頭のし、ずれも亮ゾ"ど 1虫であっ
たと述べた.全例に虫溌が形成されてVなかったのは死

んどが単寄数生であ0たためと推定してし'る.新者らの

投町.実験では回収率は34~35%で平均虫泥閥数は約2.4

個であった.著者らはグィコクネズミ 1頭あたり20個の

被溌メタセルカリアを投与したので,感染率,回収率,
虫溌数の点で冨村ら a958)の場合と異なった成績を得
たものと考えられる

小形大平肺吸虫虫,"に閑して', chen a940)の計測

では長径 87μ(70~95μ),幅径 52μ(46~53μ)で左右
対称性が特徴で島るとした.一色(1953)は自然感染犬

力寸の虫体及び所靖旦織から分離した夫々の虫卯を計測し
た,その結果,子宮内卵では長径 88μ,幅径 54μで形

状は無蓋端が丸味をおびているもの15%,最大幅部が巾
央にあるもの85%,卵殻の厚さ均一のものι辺%で皮練を
後端に有してVると述べた.一色(196幻は壁に近畿地
屶のイクチから得た小形火平肺咲虫の子宮内虫卵100個
を引・測した.その結果,長径 89.3土3.4μ.幅径 50.3士

5.5μで茆判j錘形が9306,最大幅部は中央部にあるしの
93%で,フフ%が左オ,i対称である

一方,大平肺吸虫卵にっVて甘池奇(1939)は虫礎内の
もの10【)側を担11定し,縦径 77μ(68~87μ),"Ⅱ秀18.α(42

~53ωで最火幌部は無釜端に近く卵形であると述べた
一色 U9(辺)は拘然感染プタからの虫体から採り出し
た100個の虫卵を訓・i則した.十新玉は部.94~釣.2μ帆径

は 53.9~56.9μで,"形のもがが84~郡%を占めた. 、^

のため,!Ⅲ紡錘形が93%を1!iめる小形大平肺吸小卵と区

別できると述べた.赫岩らが災験的に得た山卵は上述の
大平11゛吸虫卵よりも火きし、が小形大平肺吸虫卵にっVて

のD、前の計氾11仙よりやや小さい.しかし,形状から老察
すれぱ一応,小形大平1怖唖虫卵と老えてよVであろう.

X¥「らは1968年10」・1の闘賓の1深,住用村の住民約1500
人を対象に VBS抗鳳による皮内反応を尖施した(来発
麦)その餅岬島被検者のほほ'3%が陽性反応を呈した
これらの皮内反応陽性老にOVては胸部レ線撮影と検

疾.検使(AMS 1Ⅱ法)を行なった.しかし,虫卵排

刑宗・や胸部レ線で肺咲虫症を思わせる所見を打するもの

は1忍めれらなかった.しかしこの弱査だけでは人体感染
が無いとはいえなし、のでこの'iも今後検討したし'.

著新らは先に奄美火島住則村の河川の力二に小形火平
肺咲虫メタ七ルカリフが高率に寄生してVるのを見1」1し

たので朋査成織を報誓した(sato ',/"/-1969).これに

ひきっづき島内17河川の力二と数地域のネズミにっいて

肺吸虫の寄生状況を調査した.その成績は次のとおりで
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D 力二にういての調査では川内川,浦上川,大川の

3河川のクロベンケイにのみ小形火平肺吸虫メタセルカ

リアを見H,1した.しかし,川内川以外の 2河川における

寄生はきわめて低か0た.またどの河川のモクズガニに

も肺咲虫はまつたく見出せなかつた.

2)河内川(宇検キわ河口付近で輔獲したネズミの中
でドブネズミ1頭上,見里(住用キわで捕獲したクマネ

ズミ1頭にそれぞれ2個体および3個体の小形火平別週乏

虫成虫を見川した.

3)川内川のケロベンケイから得た肺吸虫メタセルカ

り 7をダイコクネズミに尖験的に投」j・して得た成虫と虫

卵にっV、ての形態の観察と諸計測を行な0た.その結
果,虫体の観察からは大平又は小形火平肺吸虫であるこ
とが叫らかとなった.従0てメタセルカリア及び虫卵の

特徴から,征美火島の肺吸虫は小形火平肺吸虫 PⅢ'"・
ilokl.U"リhリ゛'ヅ'ゞ chen、 1940 であると誘えられg0円"hⅡS

た.

本劉査研究;二ふたりご協力m卜た1Ⅲ児闘リι衛生部及び

帛瀬保健所古1京萪守辧昂長、恬1防疫課h巾k氏,樺IU氏,
^

の他保健所の力.ケにt斐く感謝tる.亜に極々御批導須し'

た九雌火学伐学部宮崎一郎教按,川島健抽郎講師及び原

枯整理左し'ぐ頂'、、た1副斜ケイ子嬢に感謝tる・
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In dw pre、,ious pnper, t11e authors reported the 6rst 611ding of larV111 1"11'"go,1i刎"ゴ ilokl・

.viιリ1'リ1'is l)11rnsitic in t11e crab s',Sιι,'1,1αι1ιノ1ιι'1Jli 、V11iC11 ",as c011ectcd at sulniyo Yil】age, A111nn11、

Oshima ls.(&1to '?i ιli、,1969.1n tl,e present papeT. t11e rせSult of ιln extensive sun'ey on the na、

tura! in{ection of carbs and rats 、vith lj. il0たIS"ι11Chsis and the result of experinlental infection

Of albino Tιlts wit11 t11e metιIccrCιlria 、、,erc TCPOTted. crabs 、vere c0ⅡeCιed {rom 17 ri、'ers 、uhich

肌'ere situated nround tl)c island. S ι1ι,11ddni 訊'as dle only sl)ecies of crab 訊・11ich 11ar、oured t11e

metι{cercarine. S. i11/イリリπιιli", S. C/ji/'OJN'1/1/eS 厶idどノ1.ゞ、 S 1コdl'ι1$e,ゞdl'JJI'1 el'.、,1hl'0'1ι1'Υ、、,1"UI, CI」α.

゛'1ナ1dglJ"i/11iS ι01」τ'C、!'1i:「 and EI'io"ノ」eh' j'1,011i'1'_C 、Yere aⅡ negatiYe for t11e mCιacercaria.入、1CTacerca・

riae 、、'ere found in t11C CTabs from KawauC11i.gal、、a R武、er, urakami.ga、、・a R. and o.ka、、'a R. Among

t11e cRrb5 Cxamined, the heaYicst i11fec[i0Π駕'as shown in the crabs c011ected from Kn、、・auchi.

g11、va R. in sumiyo vi11age.'[、vo adult 丑Ukes 、vere recovered from a Rai11'S ノι01';・ιgiα1ぶ from 11】e

Surtoundinぎ area of Ka、vauchi・ga、、'a R, in uken ui11nge and t11ree nuRes, fTom e R.1・'11h's captur、
ed at Misato in sulniyo viⅡagc, tespectい'ely. A great majority of t!1ese nukes 、、・ere mature and

PTOYided 、、'it11 Charactcrislic feature of ohh'ai・"0た/$"eJkリ1.'is type of l,"r'1goniリN". The infected

Tats 、vere aU印P$ied 38 and 66 dnys p05tinfection wit11 thc me始Cercaria 、、,hiC111N・as ohtained ftom

S.ιle/1αα11iin sumiyo vi11age. Adult Hukes recovered 、vere 111So iden【i6ed as o/1il・ai.il0た1.qkリ'ιリ1Sis

"'pe and t11e eggs obtained from 、vorln・cysts in t11e infected rιlt lung 、、,ere identi6ed as t110se of

Iio'i.ゞ1ieJ1ι,1S6 type from ι11e result of measurements aTld moTph010glcal features.


